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ア メリカは第一 次大戦 を境 として,外 国か ら金 を借 りる国か ら,外 涸
に金 を貸す国へ と変わ り,戦 後保 守的 な共 和党政権 の下 に,富 の集 中化
が進 むにつれて,史 上空 前 の 「繁栄 の時代 」 に入 った。 その好景 気に基
づ く異 常 な経済 的繁栄 と,伝 統的価値観 の崩壊 は,ア メ リカ全土 を一種
の精 神的空 白 と退廃的 風潮 に追い込み,収 支 を無視 した消費生活 を人 々
の間に定着 させ た。 また,戦 前の社会 にお いて守 られ て きた父祖伝来 の
しきた りは,戦 後そ の権 威 を失 ない,そ の空 白を埋め るべ く新 しい価値
体 系 もまだで き上 って いなか ったが,依 然 として ピュー リタニズムの伝
統 や堅苦 しい生 活習慣 を 固守 す る古 い世 代が いた。一方,平 和 と繁 栄 ム ー
ドで満ち溢れ,人 生 の 目標 と行動 の姿 を見失 な った戦後 派の世代 は,そ
のエ ネルギ ーの はけ 口を性や アル コール,ジ ャズ,ド ライブ等 の刹那的
な快 楽主 義 に求 め た。 この様 に して物 質的 繁栄 の裏 には,新 旧二 つ の世
代 の埋 め るすべ もない深 い溝 と,精 神的 貧困 が渦 を巻 いていた。 そ の時
代 の青 年男女 を忠 実 に描 いた のが,FrancisScottKeyFitzgerald
(1896-1940)のThisSideofParadise(1920)であ り,T.S.Eliot(1888
-1965)に よって 「ア メ リカの ・」・説 は"ギ ャ ッツビー"に よって初 めて へ
(1)
ン リー ・ジ ェー ムスか ら,一 一歩前進 した」 と賞賛 され たTheGreat
Gatsby(1925)で あ る。「ジャズエ イジの桂 冠詩 人」とか 「失 なわ れた世
代 の旗手」とい うレ ッテ ルを貼 られたFitzgeraldは,そ の輝 か しい名誉
と,一 変 した文 学的価 値 の急激 な失墜 と家 庭生 活の破壊 とい った波 乱 に
富んだ短 い人生 か ら,時 代の流れ に自我 の弱 さか ら流 され て しまった人
生の敗者で あ る と,一 般 的に はいわれ てい るが,そ れ は表面的 な輪郭 に
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過 ぎず,そ の無軌道 で放 埓な私 生活 と飲酒癖 か ら,自 ら作 家 としての才
筆 と人 気を落 し,同 時 に 肉体的 かつ精 神的 に も崩壊 して しまって も,彼
の心 に残 っている唯一の情熱,即 ち文学 に対 す る作家 として の情熱 と,
自分の 目的 とす る人生へ のひたむ きな追 求 とを,死 を 目前 とす るまで怠
らなか った努力家 であ る。しか しFitzgeraldの 英雄的 な身 ぶ りは,マ ス
コ ミに よって しか支 え られ ず,1920年 代 の繁 栄 ムー ドが跡 形 もな く消 え
て しまい,批 評 家達 が彼 を無視 した結 果,世 間 もまた同様 に彼 に背 を向
け,彼 は文 壇 か ら葬 り去 られ たの だ った。
I
l925年 に出版 されたTheGreatGatsbyは,計画 され尽 くした作 品構
成 とい い,技 法 といい,Fitzgeraldが 才能 の全 てを注 ぎ込 んだ現 代 ア メ
リカ文学 の傑作 の一 つで ある。 この 作 品 の 中 で,最 初 に 注 目 した い の
は,創 作技 法 であ る。筆者 は,こ の作 品 を 「私」 とい う一 人称 の話 し手
を用 い るこ とに よって,主 人公 のGatsbyを 物語 ってい る。これは十 九世
紀 以来,伝 統的 に受 け継 がれて きた正統的 リア リズムや,自 然主 義 の手
法 とは全 く趣 を変 えた,極 めて斬 新 な技法 で あ る。 では第三者 に物 語 を
語 らせ る事 に よって,小 説 の進 行具 合 は ど う変化 す るのだ ろ うか。 第一
に 自然主義 的作 品の様 に,時 制 に制 限 され る必要 がない。 この作 品 は,
「私」 とい う登場 人物 の一 人が,過 去 とな って しまった時間 の事 を語 り
始め る ところか ら小説 ぱ始 まる。 事件 の全 貌 を知 ってい る 「私」 が,自
由 に現在 と過去 の間の時 間を操 縦す る事 に よって,徐 々に読者 の前 にあ
らゆ る時 の角度 か ら,第 三者 の眼 を通 して,客 観的 にその事件 の全貌 は
現わ されて い く。 従 って,小 説の 内容 は無 駄 な く,計 算 し尽 くされ,簡
潔で テ ンポの速 い文章 とな り,全 体 的 な象 徴的意 味あい を読者 の心 に印
象付 け ている。
TheGreatGatsbyのこの小説 の語 り手 で もあ り,登 場 人物 で もあ る
「私」即 ちNickCarrawayは,永住す るつ も りで東 部へ や って来 た。
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東部 は,彼 や この作 品の登場 人物 に とって 「富」 と 「成功」 の象微 で あ
るが,そ の東部 に対す る憧れ は,そ の一部 が崩壊 す るや なだれの様 に崩
れ去 って しまった ち ょ うどNickがBuchanan夫 妻 の夕食 に招 か
れた時,ポ ーチ のテ ーブルの上 で,わ ずか な風 に もその炎を揺が し,今
に も吹 き消 され て しまいそ うな蝋燭 の如 く,う わべ に対す る根拠 の ない
ものであ る。NewYorkに 向か う途 中に灰 の谷 があ り,そ の灰 の上 か
ら,DoctorTJ.Eckleburgと書かれ た眼医者 の異様 な看板 が,下 界 の
人hを 見下 ろ して い る。 しか しそ の眼 は どうだろ う。 顔 が な く,た だ巨
大 な碧 い眼 を,空 し く見 開いてい るだけの虚 ろな眼で ある。 その 眼 は,
黄 色い色の つい た眼鏡 越 しに しか,物 を見 る事 がで きないのだ。 物 を正
し くは っぎ り見 る矯正 の為の眼鏡 には,色 がつ い ているのだ。 そ の黄 色
い色に よって,物 は歪 んだ角度 か ら眺 め られ,灰 のベ ールに よって,な
お正確 な判断 を欠 くので ある。 その広告 は書かれ た当初,こ れ程 虚 ろ な





Nickの 隣 人で あ るGatsbyが,Nickに自分の過去 を語 る時,そ れ は
Gatsbyが 自分 の過去 や生 い立 ち を,全 て 自分 勝手 に塗 り変 えて しま っ
たにせ もの であ り,そ の嘘 の為に彼 は,常 に落 ち着 きを失 な って いた。
嘘 を隠 さんが為に,彼 の話 しの裏付 け として,も っとも らしい品物 を持






しか し,哀 れ な程 飾 り立 て たGatsbyの 生活 も,や がて報 われ る時 が来
る。現在 の彼 の この生活 は全 てDaisyに 捧 げ るものなので ある。Gatsby
が五年 ぶ りに再 会 した 日は,雨 ふ りだ った。 しか し,五 年 間待ち に待 っ
た この再 会 は,彼 の望 んで いた様 には,な か なか うま く事 が運 ばな いが,
(4)
やがて 外の雨 が上 が り,日 が照 って くる。`lt'sstoPPedraining'彼 等二 人
の心 は,雨 の上 が った空 の様 に五 年前 の心 が,暖 か く甦 って くる。`What
(5)d
oyou(Daisy)thinkofthat?It'sstoPPedraining'`1'mgladJay'こ
の時 のDaisyの 流す涙 は,Gatsbyが 五 年 間夢 にまで見 た清 らかな涙で
あ る。 しか し,次 の時点 でDaisyの 流す涙 は,も はや清 らかな もので は
ない。Gatsbyの 広 大 な庭 園や邸宅,純 金 の化粧 セ ッ トや ワイシ ャツを
見,そ の ワイシ ャツの山 に頭 を埋 め て泣 き出 した彼女 は,す で に この時
点 で,Gatsby自 身 よりも,彼 の豪 華 な財産 に 目を奪われ てい る。
Daisyの 家の棧橋 の突 端に点 る緑 の灯 火は,Gatsbyの 夢 の象徴 であ
る。GatsbyのDaisyに 対 す る愛 は,無 償 の もの であ る。彼はただ緑 の灯
火を自分 の もの と して手 に入れ る事 だけを望 み,過 去 の全 てを清算 し,
五 年前 の時点 に戻 り,愛 し合 う事 を望 んだ。 彼 が取 り戻 したか ったもの
は,自 分 自身 であ る。 彼 は成功へ の道 を独 立独歩 で歩 んでい るうちに,
彼 自身 が富 に支配 され,初 期 の 目標 を見失 ない,同 時 に自分 自身 をも見
失 なって しま った のだ。二 十世紀的 成功者 と して富を得,金 持ち とな っ
た今,そ の心 の内に は虚 無感 しかな く,自 分 を取 り戻 す為 には,Daisyと
共 に五年前 に戻 って,そ こか らや りなおす しか ない と考 えていた。緑 の
灯 火は,ま さにGatsbyの 手 に入 ったか と思 われ たが,そ れ にはあ ま りに
もDaisyは 俗物的 で拝金 主義者 であ った。TheGreatGatsbyChapterI






Gatsbyは,Daisyの 為 に金 の帽 子を被 り,は ねあが ったが,Daisyは
そ の悲壮 で真剣 な行 為 よ り,金 の帽子 に心 を奪 われて しまい,彼 の本 心
を読 む事 が で きず,`1(Daisy)rnusthaveyou(Gatsby)!'とも`Inever
Iovedyou(Tom)'と も言 わず,Gatsbyの 前 か ら去 って しま った。飛 び上
が ったGatsbyは,夢 を手 に入れ る ことな しに地上 に落下 し,こ な ごなに
砕 け散 って しま った。
III
Gatsbyは,そ の夏一度 も使用 しなか った プールで死 んだ。不 滅 とも思
われ た夢 が破れ て し まった今,Gatsbyは 自己 を回復 で きな い まま人生
を終 えたのであ る。その死 に方 も水面 をGatsbyが,水 着姿 の ま一ま行 ぎ先
もな く,た だ さ迷 うだ けであ る。五年 ぶ りにDaisyに 再会 した時,彼 は
白 いフラ ノの洋服,銀 色の ワイシ ャツ,金 色の ネ クタイ とい う,成 り上
り者 を代表 す る様 な扮装 で,Daisyの 前 に現 われ た。しか し,水 着 姿 の ま
ま水面 を漂 ってい る彼 の姿 は,金 の帽子 を被 り,成 功 の夢 を求めて遙 か
に高 くはね上 が ったGatsbyの 孤 独 な最期 であ る。緑 の灯 火の消 えて し
まった今,彼 の辿 り着 く場所 は,地 上には どこに もなか ったので ある。
彼 は射殺 され たのだ が,そ れ は肉体 的 な もので あ って,そ れ 以前 に精 神
的 に彼 に対 して,死 滅 への引 き金 を引 いた のはDaisyで あ る。つ ま り物
質主 義,産 業主 義社 会 の巨大 な力の前 に,彼 の夢 は挫 折 し,彼 は殺 され
て しま うのだ。
Gatsbyの 葬儀 の 日は,時 雨 だ った。 この降 りしきる雨 は,「 神」の慈
雨 で はない。Gatsbyの 心 に 「神」は存在 して い ない。そ の証拠 に,彼 が
少年期 の愛 読 書 の裏 表紙 に書 いた 「時間表 」 には,そ れ までの人 々が長
年欠か さず行 な い,「 時 間表 」の最初 に書 かれ るべ ぎ 「神へ の祈祷 」が書
かれ てい ない。 彼 は 「神」 に対 して絶望 しか感 じてい なか った。 灰 の山
に聳え立っDoctorT.J.Eckleburgの巨大 な眼 は,長 い月 日と風雨 に晒
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され て,今 で は虚 ろな もの とな って しまい,彼 の夢 として捕 えた緑 の灯
火は,消 えて しま った。 彼 の前 に救世主 は,現 われ なか った。 神 に対 す
る恐 れ と,神 に対 す る絶望 とが,TheGreat(勤 な∂ツ の底 に流 れ るmoral
であ り,そ れ は またFitzgeraldの 思考 とも重 な って い る。しか し 「神」
の存在 を見失 ない,物 質主義 に傾倒 して いる人 々に とって,心 の拠 り所
は どこに もない。 それ故そ の人hは,常 に孤 独 なのであ る。 以上 の こと
か らして,Gatsbyの 墓 の上 に降 りしきる雨 は,"baputesuma"で は な
い。夢 を見 失 なって しまったGatsbyの 涙 であ り,そ れ は転 じて ア メ リカ
の夢 が,そ の崩壊 を哀 しむ涙で あ る。`Blessedarethedeadthatthe
,ainfall,。(sn')と 言 わせ たの1よ,筆 者 のG・t・byの 死に対す る聖書 の言 葉
の風刺 で あ り,と 同時 に,Gatsbyの 哀 れ な最期 に送 る筆者 の心 か らの憐
憫 と同情 の言葉 であ る。
Nickは,中 西部 に帰 る事 を決心 す る。彼 の見た もの は,華 やかで き ら
びやか な表 面 の裏 に潜む世界 で あ り,そ こで は物 質主 義 が全 て を支 配 し,
虚無感 と幻滅 しか感 じなか った。今やWestEg9は,Elgrecoの描 く夜
の風景 の様 に奇怪 な夢 とな り,そ こに描 かれ てい る酔 いつぶれ た女性 は,
Daisyで もJordanで もあ り,華 やか な東部 を代表 す る ものの一 つで あ
る,夜 会 服 を着 こんだ四 人の男性 は,Gatsby,Tom,Nickそして残 る一
人 はGeorgeB.Wilsonではないだ ろ うか。Gatsbyを 射 殺 したの は,灰
の谷 に住 むWilsonで あ る。彼 の妻 が,Daisyの 運転 す る車 に引 き殺 され
て しまった時,Wilsonの 口か ら思 わず 出 る言 葉 は`Oh,myGod!'の 一
言で あ る。Wilsonの 心 の中 に は,今 だ に 「神」が存在 してい るのであ る。
彼 はお そ ら く,毎 朝 神に祈 りを捧 げ るのを忘れ ない男 なので あろ う。 彼
の眼 に は,空 し くそ の巨大 な姿 を雨風 に晒 してい る眼医者 の広告 が,ま
さに 「神眼」に見 えたので あ る。Repairsを 職業 としてい る彼 は,も はや
脱 け殼 と化 したTJ.Eckleburg博 士 を,心 の中 で完 璧 に修理 し,そ の位
置 を不動 の もの として いる。 彼の ガ レージには,"Repairs"の 他に,
・Carsboughtansold"と書 かれて い る。 彼 はDoctorT・J・Eckleburg
の力 を借 りる事 に よってGatsbyを 殺 し,彼 の魂 を代 償 として捧 げる。こ
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こにお いて,神 の脱 け殻 で あ るDoctorT.J.Eckleburgの眼 は,Wilson
の中 で邪 神 とな り,邪 教 の眼 の象徴 とな る。
Nickは,中 西 部 の価値 を再確認 す るが,一 体中西部 は,安 住 の地 とい







Nickの 三十歳 に対 す る心 の打撃 は,未 来 が,安 楽 とした生 活 を必 ず し
も彼に約束 して いない こ とを示 してい る。中西部 に帰 って も,い ず れ は
社会 の波 がそ こまで押 し寄せ,西 部 もやが て東部 と同様,俗 物主 義 が支
配 を な し,人 々は孤独 とな り,莫 然 とした夢 だ けを抱 いて 「灰の谷」 の
中 で生活す る様 にな るで あろ うこ とを三 十歳 に対 す る,底 冷 えのす るや
りきれ な さを描 く事 に よって,も はや西 部 に も安住 の地 の ない こ とを暗
不 してい る。
rF.S.フ ィッツジ ェラル ド試 論」 の中で,Fitzgeraldの 作 品 につ
いて石 一郎氏 が,rFitzgeraldの 小説 には,ほ とん ど救 い とい うものが な
(s)い
。 ど うせ駄 目だ,じ た ばた して も同 じだ とい う」 と述 べて い るが,こ
の言葉 は,TheGreatGatsbyにおいて は,半 分 当て はま らない よ うに思
う。 確 かに結 果 か らい くと,Fitzgeraldの 描 く世界 に は,救 いが な く,
不 安感 と絶望 だけが余韻 を引 き,読 後 に は,無 常感 す ら感 じ させ る。 し
か しそれで も尚,NickもFitzgeraldも未 来 を信 じてい るの では ない だ









もしア メ リカの夢 が,今 そ の輝 きを永遠 に止 めて しまったの なら,虚
ろ な眼医者 の巨大 な広告 の見下 ろす灰 の谷で の生 活に対 し,諦 らめ,甘
ん じて もいい はずで ある。 しか し,船 を漕 ぎ出す事 は,明 らかにその様
な世界 か らの離脱 を意味 してお り,強 い意志 の力 を意味 して い る と考 え
られ る。しか し,そ の船 は,死 んだGatsbyを 乗せ て水面 を漂 うマ ッ トレ
ス と同様,辿 り着 くところ がない呪わ れた もの とい えるが,そ れで も敢
えて 人 々は,船 を大海原 へ乗 り出す のであ る。 そ して夢 はな くな った と
い って も,そ れ で もいつ の 日か緑 の灯 火の見 える事 を信 じて疑わ ない の
であ る。 人 々に とって未来 は,依 然 としてあ らゆ る可能性 を秘め た,輝
か しい不動 の ものなので あ る。この輝 か しい未来 を,GatsbyもNickも
信 じて お り,Fitzgeraldも 信 じていたので はないだ ろ うか。そ してそれ
は,ア メ リカ人 の信 じる ところであ り,現 在 に まで続 い てい る,不 滅 の
「ア メ リカの夢」 では ないだ ろ うか。
Fitzgeraldは,ア メ リカの繁栄 の裏 にあ る,空 しさを追 い求め,時 に
それ を信 じ,ま た時 に疑 うとい う,不 安定 な思考 の中 に身 を置いて いる。
第一 次 大戦後 の好景 気に湧 くア メ リカにおいて,Fitzgeraldも 不滅 の未
来 を信 じて いた と思 う。 しか し,そ の裏 に潜 む腐 敗 した社会 を見,絶 望
的 な敗北 感 を味わ うこ とに よって,そ の未来 に一 抹 の不 安 を感 じないで
はい られ なか ったで あろ う。 そ の結果,先 に述 べ た如 く,救 い をどこに
も見 い 出せ ない ので あ る。 この信頼 感 と懐 疑心 との交 錯 は,Nickや
Fitzgeraldも もちろ んの こと,二 十世 紀の ア メ リカそ の ものの姿 なので




巨大 な邸宅 を持 ち,豪 華 な車 を乗 りまわ し,華 麗 なパ ーテ ィーに明け
暮 れ るGatsbyと,こ の 外面的華 やか さを もった俗物主 義的世界 を,客 観
的 な眼 で,軽 蔑の念 を もって冷静 に見つ め るNickは,そ の両者 とも
Fitzgeraldの 化身 であ る。つ ま り,Fitzgeraldは この種 の世界 に,強 い
憧 れ を示 す とともに,激 しい嫌悪感 を も抱 いていたの であ る。 彼 は,生
まれつ き金持 ちの家 に育 った人 間に対 して は,嫌 悪 を抱 いて いたので は
ないだ ろ うか。 なぜ な らそ うい う裕 福 な家庭 に生 まれ たばか りに,幼 な
い時か ら華や か な生活 の中で育 ち,親 か ら譲 られた莫 大 な財産 の上 で,
安 住 してい る金 持 ち とい うもの を作 者 は 軽蔑 してお り,そ の気 持 ち が
TomやDaisyの 描 写 に現 われてい る。それ に比 べ,不 況 におい て独立独
歩 でSt.Pall屈 指 の金 持ち とな り,「成功 物語」の主 人公 を地 で い った器
量 の持 ち主で あ るFitzgeraldの 祖 父や,Gatsbyの 如 く,自 分 の才能 と
努 力に よって成 功 を収 めた者,俗 にい う成 り上 り者に対 して は,そ の華
や か さを軽 蔑 を もって描 いては い るが,そ れ と同時に,Fitzgeraldは そ
の世 界 の中 に酔 い しれ てお り,そ の人 々に対 して彼 は,好 意 と尊敬 を もっ
て眺 めて い る。 この生 まれつ きの有 閑金持 階級 と新興 成金 との対 照 は,
この作品 の一つ の テーマであ る と思 う。 それ と同時 に,貧 乏 人 は所詮金
持 ち とは結 婚 で きない とい うFitzgerald自 身の結婚 に対 す る姿 勢 も,
この作品 の テーマ となってい る と思 う。 そ の不 当 さに対す る観念 は,彼
自身の恋 愛 か らきてお り,そ れ はGatsbyのDaisyに対 す る気持 ち と
な って作品 の中 に現われ て くる。 この観 念 は,Fitzgeraldが 生涯 抱 き続
け る彼 自身 の根 底を流れ る永遠 のテ ーマで あ る。
Fitzgeraldは,富 イ コール幸 福 とい う当時 の成功者 の観 念付 けに,疑
問 を感 じてい るので はないだ ろ うか。有閑階 級者 の中 におい て,Gatsby
は単 なる成 り上 り者 として,人 々に見 られ,成 り上 り者 として,死 んで
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い く。Gatsbyの 莫 大 な富 の前 において は,彼 の本質 は ぼや け,た だ不 当
な事業 を して手 に入れ た金 だけが,人 々の眼 に映 り,そ れ故,彼 の求 め
続 けて きた夢 が挫折 し,Gatsbyの 死 とい う形 となって現わ れた時,Tom
やDaisy,そ して 多 くの人 々は,そ の姿 を隠 し,Gatsbyの 葬 式 に もこよ
うとしなか った。 す でにそ こに は,精 神的,道 徳的 価値観 が どこに も見
られ ない。しか も,Gatsbyの 死後,TomもDaisyも依 然 と して金持 ち
であ り,何 事 もなか ったか の様 に盛大 なパ ーテ ィーに明け暮 れ る ことだ
ろ う。 富 のあ る連 中 が,必 ず しも幸福 であ るのでは な く,ま た一般的 に
い う金持 ち こそが,ア メ リカ社会 の中核 を な し,幸 福 を手 に入れ るのに
最 短距離 にい るの では な く,未 来や夢 を な くし,外 面的華 や か さや物 質
主 義 に浸 り,実 利 を追 う彼等 こそ,つ まらないア メ リカ人で ある と,作
者 はこの作 品 を通 して言 って いる と思 われ る。
以上 の様 なテーマ に加 え,ア メ リカの夢 が,現 実 と過去 と対照や,富
の 優 雅 さ に 憧 れ るGatsbyと,現 実 社 会 に お け る 金 持 ち の 世 界 の 腐 敗 と
の 対 照 等 を 織 り込 ん で,こ の 作 品 に 書 か れ て い る。
Notes
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